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組
み
合
わ
せ
拡
大

す 。異
種
材
料
を
接
合
す
る

場
合 、
熱
膨
張
の
差
に
起

因
す
る
歪
み
が
懸
念
さ
れ

る 。
そ
こ
で 、
高
温
工
程
て 、
主
に
「
表

面活
性
化
る 。
こ
れ
は 、
接
合
後
の
せ 、
材
料
間
の
電
子
移
動

親
水
化
接
合
は 、
水
酸

一

を
で
き
る
限
り
用
い
ず
接
合」
と「
親
水
化
接
合」

高
温
工
程
で
あ
る
程
度
ま
が
阻
害
さ
れ
に
く
い
界
面
基
で
修
飾
し
た
表
面
同
土
i

に 、
表
面
の
反
応
性
を
上
が
あ
る 。
産
総
研
は 、
両
で
回
復
で
き
る 。
産
総
研
を
実
現
し
た 。
表
面
活
性
を
水
素
結
合
に
よ
っ
て
密
i

げ
て
接
合
す
る
研
究
が
盛
手
法
の
研
究
を
進
め
て
い
で
は
接
合
し
た
シ
リ
コ
ン
化
接
合
は 、
新
し
い
半
導
着
さ
せ 、
そ
の
後
2
0
0

-

ん
で
あ
る 。
こ
の
低
温
接
る 。

と
酸
化
物
半
導
体
を
5
0
体
構
造
へ
の
活
用
が
期
待
度
C
程
度
で
脱
水
反
応
さ
i

合
は 、
結
晶
成
長
や
高
温

0
度
C
で
再
結
晶
化
さ
さ
れ
る 。

せ
て
接
合
す
る
手
法
で
あ
i

2
手
法
を
研
究

接
合
と
い
っ
た
他
手
法
に

る 。
こ
の
手
法
は 、
結
晶
i

比
べ 、
格
子
定
数
や
熱
膨

表
面
活
性
化
接
合
は 、

性
が
劣
化
し
に
く
い
上
i

張
係
数
と
い
っ
た
物
性
の
真
空
中
で
材
料
表
面
を
削

に 、
真
空
で
の
処
理
工
程
i

差
に
左
右
さ
れ
に
く
い 。

り
取
り 、
露
出
し
た
表
面

を
必
要
と
し
な
い 。
問
題
i

そ
の
た
め 、
他
手
法
よ
り
同
土
を
接
合
す
る
手
法
で

は 、
熱
お
よ
び
電
気
を
通
百
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…••

自
由
な
材
料
の
組
み
合
わ
あ
る 。
新
生
面
の
活
性
の

し
に
く
い
酸
化
物
層
が
界
種
材
料
間
の
熱
お
よ
び
電
ら 、
通
信
機
器
分
野
な
ど

霜
子
デ
バ
イ
ス
の
特
性
せ
が
期
待
で
き
る 。
ま
高
さ
に
よ
り 、
常
温
で
も

面
に
で
き
る
こ
と
で
あ
気
の
伝
導
を
用
い
る
デ
バ
で
の
放
熱
効
率
化
が
期
待

向
上
や
新
機
能
獲
得
の
た
た 、
熱
に
弱
い
材
料
や
微
強
固
な
接
合
が
得
ら
れ
る

る 。
産
総
研
で
は
適
切
な
イ
ス
ヘ
の
応
用
が
期
待
で
さ
れ
る 。
産
総
研
は 、
異

め 、
産
業
技
術
総
合
研
究
細
構
造
を
持
つ
デ
バ
イ
ス
と
い
う
長
所
が
あ
る 。
問

工
程
設
計
に
よ
り 、
次
世
き
る 。

種
材
料
間
に
て
熱
お
よ
び

所
（
産
総
研）
に
お
け
る
の
複
合
化
に
も
活
用
さ
れ
題
は 、
表
面
を
削
り
取
る

代
パ
ワ
ー

半
導
体
材
科
で

電
気
伝
導
を
行
う
新
規
半

、
、

通
信
機
器
で
期
待

異
種
材
料
間
の
接
合
技
術
て
い
る 。

工
程
の
間
に 、
結
晶
が
乱

あ
る
酸
化
ガ
リ
ウ
ム
と
夕

導
体
デ
バ
イ
ス
ヘ
の
活
用

が
注
目
を
浴
び
て
い
る 。

低
温
接
合
手
法
と
し
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ

イ
ヤ
モ
ン
ド
な
ど
の
酸
化

こ
れ
ら
の
技
術
は
ハ
ン
を
目
標
に 、
界
面
ナ
ノ
構

接
合
と
は 、
異
な
る
二
つ

物
層
を
数
戸5い
（
ナ
ノ
は
ダ
な
ど
を
使
わ
ず
に
半
導
造
の
制
御
や
大
面
積
化 、

材
料
表
面
を
反
応
さ
せ
て

10
億
分
の
1)

ま
で
薄
く
体
デ
バ
イ
ス
と
放
熱
基
板
デ
バ
イ
ス
実
証
を
進
め
て

結
合
さ
せ
る
技
術
を
指

す
る
こ
と
が
で
き
た 。
異
を
接
合
で
き
る
こ
と
か
い
る 。
（
木
曜
日
に
掲
載）
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末
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低
温
で
異
穂
材
料
接
合

酸化ガリウムとダイヤモンドの接合界面
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